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緊急事態宣言が発令されました
新型コロナウイルス感染症について

日常生活の行動で気をつけること

各種相談窓口

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言とは、季節性インフルエンザに
比べて重篤になる症例が国内で多発し、急速なまん延により生活や経済に甚大な影響を及ぼす
場合に、政府対策本部長（内閣総理大臣）が、「①期間②区域③事案の概要」を特定して宣言す
るものです。その後、都道府県知事により緊急事態措置が講じられます。

市の対応

本市では、特措法に基づき４月７日に池田
市新型コロナウイルス感染症対策本部会議を
開き今後の対策を講じました。現在、市主催
のイベントの中止または延期と、市有施設の

休館を５月６日㉁まで継続しています。
引き続き、国や府、市から発信される正確
な情報に基づき、冷静な対応を心掛けてくだ
さい。

「不要不急の外出の自粛」の徹底

生活の維持に必要な場合を除き、外出を控えて
ください。
特に、密閉、密集、密接の「３つの密」が濃厚

に重なる夜の繁華街への外出は控えてください。

同感染症に対するその他の相談

・大阪府 府民向け相談窓口
B午前9時～午後6時
J☎06・6944・8197

生活の維持に必要な外出とは

・ 食料品、日用品、医薬品などの買い出し
・医療機関への通院
・健康の維持に必要な散歩や運動
・銀行や役所などの利用
としています。

問い合わせは池田市新型コロナウイルス感染症対策本部（危機管理課内☎754・6263）

緊急事態宣言について

・府コールセンター
B平日午前９時～午後６時 
J☎06・4397・3299

感染の疑いがある場合

・新型コロナ受診相談センター
J☎06・7166・9911　※事前に「広報いけだ4月号９ページ」の症状を確認してください。

緊急事態宣言について
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資金繰り支援

社会福祉協議会による資金の緊急貸付

経営環境の整備

資金繰り支援全般のお問い合わせ先
●中小企業金融・給付金相談窓口
☎0570・783183
●金融庁相談ダイヤル
0120・156・811

減収・休業者への緊急小口資金
緊急かつ一時的に生計の維持が困難な場合に少額の

費用を貸付（10万円以内。特別な場合は20万円以内）

減収・休業・失業者への総合支援資金
生活再建の間（３カ月以内）に必要な生活費を貸付

（２人以上：月20万円以内、単身：月15万円以内）

事業者の方へ

市民の皆さまへ

雇用調整助成金

経済上の理由で事業縮小を余儀なくされた事業主
が、労働者に一時的な休業などを行い雇用維持を図っ
た際に、休業手当や賃金の一部を助成。
J大阪労働局助成金センター☎06・7669・8900

※以上の内容は国の施策の一部です。詳細は経済産業省ホームページをご覧ください。情報は全て４月10日時点
の情報です。

今後の対策について
今後、経済産業省による緊急経済対策として、さらなる雇用の維持と事業の継続の支援や、実質無利子融資の民

間金融機関への拡大、持続化給付金が予定されています。確定次第、広報誌や市ホームページでお知らせします。

小学校などの臨時休業に伴う 
保護者の休暇取得支援

小学校などが臨時休業した場合、子どもの保護者（労
働者）の休職に伴う所得の減少に対応するため、正規・
非正規問わず、年次有給休暇と別に有給休業を取得さ
せた企業に助成金を支給。
J学校等休業助成金・支援金コールセンター 
0120・60・3999

※掲載情報は４月 10 日時点の情報です。新型コロナウイルス感染症に伴い、発行までに中止または延期が決まったものを含みます。
　詳細は市ホームページか、各担当課へご確認ください。

資金支援対策などの窓口はこちら

政府系金融機関による融資

●新型コロナウイルス感染症特別貸付・新型コロナウイルス対策マル経融資・危機対応融資
日本政策金融公庫や商工組合中央金庫が、同感染症により経営が悪化（売上５％以上減少）した事業者などの金利

を引き下げ。特別利子補給制度を活用し、実質的な無利子・無担保で融資を受けられます。
J池田商工会議所☎751・3344
※詳細は市ホームページをご覧ください。

民間金融機関による信用保証付き融資

●セーフティネット４号・５号、危機関連保証
中小企業者を対象に、民間の金融機関による融資を
受ける際、信用保証協会が一般保証枠とは別枠で保証。
J商工労働課☎754・6241

J同協議会☎751・0421
※詳細は、同協議会ホームページをご覧ください。(http://www.i-shakyo.or.jp)
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義務的経費〔性質別〕
法律で規定されるなど支出が義務付けられていて、任意に削
減できない経費のことを義務的経費といいます。人件費や扶助
費、公債費が該当します。
人件費は会計年度任用職員制度の開始にともない、前年度に
比べて13億3,888万円（19.6%）の増加で、退職手当を除くと
11億2,175万円（17.2%）の増加となっています。
扶助費は、児童福祉や障がい福祉関連経費の増加などにより、
７億6,229万円（8.3%）の増加となっています。
公債費は12億8,927万円（39.8%）の増加です。借換債を除
いた場合では927万円（0.3%）の増加となっています。
投資的経費 〔性質別〕
公共施設の整備など、社会資本整備にかかる費用が投資的経
費で、前年度に比べて37億1,586万円（66.4%）の減少となっ
ています。
その他の経費 〔性質別〕
物件費は委託料、光熱水費などの消費的性格の経費で、前年
度に比べて１億7,188万円（2.5%）の減少となっています。前
記以外の経費がその他に計上され、前年度に比べて３億1,769
万円（3.8%）の減少となっています。また、その他のうち最も
多い経費は繰出金で48億６,540万円となっています。
繰出金は特別会計や企業会計に対する支出のことです。特別
会計などは独立採算が原則ですが、市が負担すべき部分もある
ため、その経費を繰出金によって支出します。

■各会計予算前年度比較
会計区分 令和2年度当初予算 令和元年度当初予算 増減額

一 般 会 計 393億1,000万円 401億2,500万円 ▲8億1,500万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 105億6,452万円 104億7,225万円 9,227万円

財 産 区 3億4,521万円 3億2,556万円 1,965万円

介 護 保 険 事 業 99億8,433万円 96億1,850万円 3億6,583万円

後期高齢者医療事業 19億7,017万円 19億1,493万円 5,524万円

病 院 事 業 会 計 149億1,778万円 148億3,834万円 7,944万円

水 道 事 業 会 計 46億7,713万円 42億8,452万円 3億9,261万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 67億930万円 55億5,402万円 11億5,528万円

合　計 884億7,844万円 871億3,311万円 13億4,533万円

民生費…社会保障関係の経費
公債費…市債（市の長期借入金）や一時借入金の返済経費
教育費…学校園の管理経費や社会教育などにかかる経費
総務費…戸籍や徴税、選挙などの経費
衛生費…保健や環境衛生、清掃にかかる経費
土木費…道路維持や公園整備、都市計画事業などの経費
その他… 議会費や労働費、農林水産業費、商工費、消防費、諸支出金

（防災対策にかかる経費）、予備費（予定外の支出などに対応
するための費用）

目的別

［目的別］ ［性質別］

その他 21億7,780万円（5.5％）

民生費
174億9,355万円（44.5%）

衛生費
35億1,913万円（9.0％）

土木費
33億7,158万円（8.6％）

公債費
45億2,689万円（11.5％）

教育費
41億2,719万円（10.5％）

総務費
40億9,386万円（10.4％）

人件費
81億7,368万円（20.8％）

扶助費
99億3,883万円（25.3％）

公債費
45億2,689万円（11.5％）

投資的経費 18億7,634万円（4.8％）

物件費
66億4,404万円（16.9％）

その他
81億5,022万円（20.7％）

％）％）

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

　歳　出

予算書の閲覧は行政情報コーナーで
一般会計、特別会計、病院・水道・公共下水道事業会計の予算書は
行政情報コーナー（市役所2階）でご覧いただけます。

06-10_ .indd   2020/04/17   1 :12



9　　2020.5　広報いけだ

ン
セ
ン
タ
ー
所
長（
環
境
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）吉
田
昇　

▽
福
祉
部
高
齢
者
政
策
推
進
室
地
域
支
援
課
長（
市
民
生
活
部

に
ぎ
わ
い
戦
略
室
地
域
活
性
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
）

楠
田
慎
太
郎　
▽
福
祉
部
国
保
・
年
金
課
長（
上
下
水
道
部
総

務
課
主
幹
）中
尾
さ
や
か　
▽
子
ど
も
・
健
康
部
付
課
長
兼
や

ま
ば
と
学
園
長（
子
ど
も
・
健
康
部
や
ま
ば
と
学
園
主
幹
）高
光

佳
美　

▽
子
ど
も
・
健
康
部
健
康
増
進
課
長（
市
長
公
室
秘

書
・
広
報
課
長
）西
村
卓
哉　
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ

く
り
推
進
監（
都
市
建
設
部
細
河
地
域
振
興
課
長
）南
渕
修　
▽

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
都
市
政
策
課
長（
都
市
建
設
部
ま
ち
づ
く

り
・
交
通
課
主
幹
） 

橋
本
直
岐　
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
公
共

建
築
課
長（
都
市
建
設
部
施
設
課
長
）東
信
浩　
▽
ま
ち
づ
く
り

推
進
部
審
査
指
導
課
長（
都
市
建
設
部
審
査
指
導
課
長
）浜
洲

一
弘　
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
農
政
課
長（
環
境
部
農
政
課
主

幹
）萩
原
英
一
郎　
▽
都
市
整
備
部
土
木
管
理
課
長（
都
市
建

設
部
道
路
・
河
川
課
長
）村
島
清
太　
▽
都
市
整
備
部
交
通
道

路
課
長（
上
下
水
道
部
下
水
道
工
務
課
長
）夏
木
敏
宏　
▽
都

市
整
備
部
公
園
み
ど
り
課
長（
環
境
部
公
園
み
ど
り
課
長
）西
野

健
一　
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
課
長（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
幹
）橋
川
裕
樹　
▽
消
防
本
部
予
防
課
長（
消
防
署

第
１
警
備
課
長
）森
田
和
也　

▽
消
防
本
部
警
防
救
急
課
長

（
消
防
本
部
予
防
課
長
）青
谷
憲
和　
▽
消
防
署
第
１
警
備
課
長

（
消
防
署
第
２
警
備
課
長
）平
田
守　
▽
消
防
署
第
２
警
備
課
長

（
消
防
本
部
警
防
救
急
課
長
）谷
康
幸　
▽
市
立
池
田
病
院
事
務

局
管
理
課
長（
総
務
部
納
税
課
長
） 

中
原
純
義　
▽
教
育
部
人

権
教
育
監
兼
学
校
教
育
推
進
課
長（
教
育
部
学
校
教
育
推
進
課

主
幹
）安
原
宏
一　
▽
教
育
部
生
涯
学
習
推
進
課
長（
市
立
池

田
病
院
事
務
局
管
理
課
長
）前
野
哲
也　
▽
教
育
部
図
書
館
長

（
管
理
部
総
務
・
学
務
課
長
）塚
原
大
介　
▽
教
育
部
石
橋
プ
ラ

ザ
館
長（
教
育
部
図
書
館
長
兼
石
橋
プ
ラ
ザ
館
長
）家
門
誉

市
立
池
田
病
院
人
事（
４
月
１
日
付
）

〈
部
　
長
〉（
8
人
）

▽
医
務
局
消
化
器
外
科
主
任
部
長（
医
務
局
消
化
器
外
科
部
長
）

赤
丸
祐
介　
▽
医
務
局
麻
酔
科
主
任
部
長（
医
務
局
麻
酔
科
部

長
）小
野
ま
ゆ　
▽
医
務
局
内
科
《
血
液
内
科
》
部
長（
医
務
局

内
科
《
血
液
内
科
》
副
部
長
）片
岡
良
久　
▽
医
務
局
内
科
《
内

分
泌
・
代
謝
》
部
長（
医
務
局
内
科
《
内
分
泌
・
代
謝
》
副
部

長
）岡
田
拓
也　
▽
医
務
局
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
部
長（
新
規
）山

本
圭
介　
▽
医
務
局
消
化
器
外
科
部
長（
新
規
）濱
直
樹　
▽

医
務
局
呼
吸
器
外
科
部
長（
新
規
）須
崎
剛
之　
▽
医
療
技
術

部
長（
医
療
技
術
部
放
射
線
科
技
師
長
）関
康

〈
課  

長
〉（
6
人
）

▽
医
務
局
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
副
部
長（
医
務
局
歯
科
・
歯

科
口
腔
外
科
医
長
）小
川
芙
美　
▽
医
務
局
消
化
器
外
科
副
部

長（
医
務
局
消
化
器
外
科
医
長
）宗
方
幸
二　
▽
医
療
技
術
部

放
射
線
科
技
師
長（
医
療
技
術
部
放
射
線
科
技
師
次
長
）越
知

博
之　
▽
看
護
部
副
看
護
部
長（
３
階
北
病
棟
看
護
次
長
）武

田
礼
子　
▽
医
療
安
全
管
理
部
看
護
次
長（
医
療
安
全
管
理
部

10
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

問い合わせは財政課☎754・6103

令和２年度当初予算の概要
本市の令和２年度当初予算は一般会計、特別会計、企業会計を合わせた総額が884億7,844万円で、前年度の予

算額に比べて13億4,533万円（1.5%）の増加となりました。そのうち、一般会計の予算額は393億1,000万円で、
前年度から８億1,500万円（2.0%）の減少となっています。借換債を除いた場合で比較すると、20億9,500万円
（5.2%）の減少となっています。市税収入が若干の増加となるものの、人件費や扶助費の増加などによる財源不足
を補てんするために財政調整基金を28億2,000万円取り崩しており、厳しい状況の中での予算編成となりました。
また、特別会計では国民健康保険、財産区、介護保険事業、後期高齢者医療事業全ての会計で前年度よりも増加し
ています。
※金額は全て1万円未満を四捨五入していますので、合計金額が合わないことがあります。

◎自主財源
市が自ら調達できる歳入のことを自主財源といい、その代表が市
税です。市税は歳入全体の43.7%を占めており、前年度に比べて３
億4,300万円（2.0%）の増加となっています。
自主財源は市税のほかに、使用料及び手数料（施設の使用料など）、
分担金及び負担金（保育料など）、繰入金（市の「貯金」である基金
の取り崩しなど）、財産収入（土地の売却収入など）などで構成され
ていますが、市税も含めた自主財源は歳入全体の56.3%を占めてお
り、前年度より１億1,095万円（0.5%）の減少となっています。
◎依存財源
国や府から交付される財源を依存財源といい、前年度よりも７億
405万円（3.9%）の減少となっています。市債も府の同意を得て借
り入れるため、依存財源に分類されます。
投資的経費の減少などにともない、
前年度に比べて国庫支出金が６億
8,722万円（10.2％）減少し、市債が７
億650万円（18.3％）減少していま
す。なお、借換債を除いた場合の市債
は19億8,650万円（51.3％）の減少と
なっています。
※借換債の発行額は借入金の返済額と
ほぼ同額になるため、年度比較する場
合は除いて算出します。

その他の依存財源〔内訳〕
地方消費税交付金 20億円
地方譲与税 2億3,050万円
配当割交付金 9,000万円
地方特例交付金 8,900万円
法人事業税交付金 8,000万円

株式等譲渡所得割交付金 5,700万円
ゴルフ場利用税交付金 5,300万円
環境性能割交付金 2,100万円
利子割交付金 2,000万円
交通安全対策特別交付金 1,200万円

自主財源 
221億2,892万円（56.3％）

都市計画税 
14億5,200万円
（3.7％）

その他の市税
６億8,600万円
（1.8％）

依存財源 
171億8,108万円（43.7%）

市税
171億6,000万円
（43.7％)

市民税
86億円4,600万円
（22.0％）

固定資産税 
63億7,600万円
（16.2％）

その他の自主財源
49億6,892万円
（12.6％）

国庫支出金
60億7,549万円
（15.5％）

府支出金
31億8,899万円
（8.1％）

地方交付税
21億円（5.3％）

市債
31億6,410万円
（8.1％）

その他の依存財源
26億5,250万円
（6.7％）

　歳　入

その他の自主財源〔内訳〕
繰入金 30億2,712万円
（うち財政調整基金繰入金　28億2,000万円）
使用料及び手数料 8億5,924万円
諸収入 5億2,463万円
分担金及び負担金 3億930万円
寄附金 2億円
財産収入 4,863万円

市債〔内訳〕
都市計画事業 １億5,470万円
住宅整備事業 １億2,450万円
社会教育施設整備事業 １億2,110万円
臨時財政対策債 12億円
借換債 12億8,000万円
その他の市債 ２億8,380万円

※掲載情報は４月 10 日時点の情報です。新型コロナウイルス感染症に伴い、発行までに中止または延期が決まったものを含みます。
　詳細は市ホームページか、各担当課へご確認ください。
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令和２年度の重点施策の概要から
義務教育学校における情報通信ネットワーク
の整備などを実施します
主な取り組みと予算
ＳＤＧｓ推進事業　97万6,000円
ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)の達成に向けて、全

庁的な体制の整備や啓発活動などを行う。

先天性代謝異常症患者への助成　96万円
先天性代謝異常症患者の経済的負担を軽減するた

め、治療食品の購入費助成を新たに実施する。

A Ｉシステムによる保育に関する問合せ対応
423万5,000円

市民からの保育に関する質問などに自動的かつ即座
に回答するため、24時間365日稼働するＡＩシステム
を導入する。

新生児聴覚検査事業　436万6,000円
先天性難聴(先天性聴覚障がい)の早期発見のため、

スクリーニング検査費用の一部を助成する。

先進技術活用による公共交通の改善　300万円
安全・安心・快適な外出支援に向け、既存公共交通

をもとに新たな先進技術を活用した実証実験の実施計
画を立案する。

35人学級の拡充　4,865万円
全小学校および義務教育学校に

おいて、現在実施している４年生
までの35人学級編制を拡充し、６
年生までの全学年で実施する。

情報通信ネットワーク整備事業
２億2,000万円

国の「ＧＩＧＡスクール構想」に基づき、全小・中
学校および義務教育学校の各教室と体育館に、高速通
信に対応した通信機器を整備するとともに、各教室に
タブレット機器の充電保管庫を整備する。

学校屋内運動場への空調機器整備
4,600万円

全小・中学校および義務教育学校の屋内運動場に空
調設備を整備するための設計を行う。

ＩＣＴ利活用推進事業　308万円
ＩＣＴの利活用による働き方改革
や行政のスリム化、課題解決、ペー
パーレス化に向けた取り組みを検討
する。

シティプロモーション推進事業　210万円
シティプロモーションを効率的かつ効果的に行うた
め、調査などを行うとともに、本市としての方向性や
将来の展望を分析し、詳細な取り組みを検討する。
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●新規事業　●拡充事業
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